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隠岐のすべての町村長から「核兵器全面禁止のアピール」賛同署名！

県内行進（７月３０日まで）に参加しましょう！

昨日（７月２４日）の行進と署名行動
○コース 平田支所→木綿街道→割烹温泉ゆらり

○参加者 ９人（通し行進者１、県原水協１、しまね労連１、松江保健生協労組２、共産党４）

○署名：６６筆 ○カンパ：６，７００円

☆「核兵器全面禁止」署名：累計１８３筆

☆沿道募金：累計５７，８５６円

昨日（２４日）は、朝から３０度を超える暑さの中、平田の木綿街道を行進し、署名行動に取り組

みました。署名や募金だけでなく「ごくろうさま」「がんばってください」と励ましの言葉を多くい

ただきました。

行進の取り組みと合わせて、県原水協の西尾代表委員と西村事務局次長が２３～２４日に隠岐の４

町村を訪問、全首長から「核兵器全面禁止のアピール」の賛同署名が寄せられました。島内各所での

署名行動にも取り組み、２４日の隠岐の島町だけでも５８筆を集約しました。

自治体から「核廃絶」への賛同が！

平和行進では、行進と平行して県内各自治体

を訪問し、「核兵器全面禁止のアピール」署名へ

の協力や、８月の原水爆禁止世界大会に向けた

ペナントへの署名と募金などを要請しています。

この取り組みの中で、松江市・知夫村・西ノ

島町・海士町・隠岐の島町の首長から、今年初

めて「核兵器全面禁止のアピール」賛同署名が

寄せられました。

【７月２２日 松江市役所】

市長・市議会議長から賛同署名

【７月２４日午前 出雲市平田町】木綿街道を行進

行進参加者の感想より（２０～２４日）

「今年は“平和”を願う者にとって特別な年であると感じていま
す」（Ｓ・Ｋ）「“昔は広島の世界大会に参加したものだ”という
方があり、励まされました」（Ｔ・Ｎ）「人類と“核”は共存でき
ません！平和で安全なくらしを守るため、私も歩きます」（Ｔ・
Ｍ）「みんなの力で核兵器廃絶に向けてアピールをしていきまし
ょう」（Ｍ・Ｙ）「平和への願いをリレー方式で伝えていくことの
大切さを実感しました」（Ｗ・Ｉ）

「通し行進の方、暑い中ご苦労様です。熱中症に気を
つけて歩いてください」（Ｈ・Ｙ）「この運動が国民的
に定着していると感じました」（Ｗ・Ｙ）「４０年前に
東京で参加して以来２度目です。参加できたことに感
動しています」（Ｎ・Ｋ）「元気な限り参加したいです」
（Ｋ・Ｋ）「道行く人に手を振ると、手を振り返してく
れました」（Ｔ・Ｈ）「平田のみなさんは人なつこく、
平和に対する思いも強く、たくさん快く署名して頂き
ました！」（Ｎ・Ｓ）「福島原発事故もあり、核に対し
ての反応が強いと思った」（Ｔ・Ａ）「もう少し時間を
かけて、多くの家を訪問すればいいなあ！」（Ｋ・Ｏ）
「地道でも一歩一歩着実に！」（Ｓ・Ｍ）


